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ご挨拶

昭和62年11月、東京で開催きれました第3回太陽光発電国際会議は、応用物理学会、

電気学会、国際科学振興財団の共催のもとに、関係学協会、官界、産業界、学界等、関

係各位の並々ならぬ御理解と御協力によりまして無事に終了することが出来ましたロ誠

に有難うございました。厚くお礼申し上げます。

本国際会議は、 1年半毎に開催されることになっておりまして、第 1固は昭和59年11

月神戸で、第2回は昭和61年8月北京で開催きれました。

第3回の本国際会議は、この厳しい円高の経済環境にも拘らず、 20カ国から400名の

方々のご参加を頂き、多くの立派な最新の研究成果の発表並びに討論を頂きました。

ここで敢えて申し上げるまでもなく、太陽エネルギーは、神が我々人類に与えた、尽

さることのない人類共通の財産であります。この財産をいかに能率良〈、神の意志に反

することなく利用するかが、我々人類に与えられた宿題ではないでしょうか。この宿題

に対して、本国際会議が何等かの解答の糸口を見いだすのに少しでもお役に立てば、我々

組織委員一同の望外の幸せであります。

本報告書は、本国際会議の概略をご報告申し上げると共に、御尽力、御協力を頂きま

した関係各位に謝意を表し、今後ともこの分野の活動にニー理解を賜わりますよう念じて

作成されたものであります。

組織委員会を代表致しまして関係各位に重ねて厚くお礼申し上げますと共に、本報告

書をお届け申し上げます。

第3回太陽光発電国際会議組織委員会

委員長高橋 清
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第 3田太陽光発電国際会議

開会式

企高橋清組織委員会委員長

3rd International 
Photovoltaic Science and 
Engineering Conference 
Tokyo, Nov. 2・6,1987 

開会式

『ー・・『悶咽胆圃圃

唱喝．

....菅野卓雄応用物理学会会長
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I .会議開催の経緯と目的・意義

1 .本会議開催の背景とその社会的意議

太陽光発電〆ステムは、イ1ィ111に代わる新エ平ルギー資源開交の 環として、現在世界

数十か［＇£［で研究 J:目覚が活発に行なわれています 最j庄のこの分野の進展にはH覚ましい

ものがあり、 1985午！主の全刊界の太陽屯t也生産量は25MWにi主しておリ、ンステムとし

てもMW紋のものが芥国で往I没され、実)lj化試験が行なわれてL、ます。さらに、 10年前

〆， にl～2万円／Wしていた太陽屯池モJユ ル価桁も現在はl.OOOfll/W前後まで低ド

してきていますl

＠ 

このように太防光発電技術は着実に進払守してきておりますが、現時点、での応用分野は、

離島JI)j主等の孤立五源、公共地設電源やl（生機器電源、字Hf「日屯i!J京に限らjLてお I）ます。

こjしは立、

てd、千宇［1Jカ〉』4ド品，4よt也の1氏コヲ＼ I化と両対IJ'十1化に｝Jを入れているのもこのた灼て”すc

我が同では、内！件2000年までに100～ 200円／Wを達成可能な伐術を開発する事を目標

としており、アメリカでもI司憶に今後10年先の長期計画がたてられていますn

太陽光発電のR&Dに対するこうした意気込みは特にアメリ力、ヨーロゾノ人日本で

強く、それぞれの拘ち味を＇］＇かして開発が進められております υ アメ ＇）力、ヨーロソノぐ

は結品系太陽電池J支持Iが進んでお 1）、 lJ1'はアモル7ァス系太陽電d也分野て・［U：界をリ

ドしていくよ1｝持にあリます」

太防電池産業はもともと我が国が得立とする半導体技術を背；止としており、その研究

水準は極めて高いといえますσ 今や日本の技術は日本のためだけのものではありませんn

高い’下術水準とこれに長っちされた科ザ：校術の振興は、知識集約産業をもって国際社会

に十ぢ与していこ Jとする我が国の技術立同としての将来指針の つであリ、国際競争力

を寸分主主勺た国産伎術は、［玉｜際協力や発！長途上国l&DIJなとを過し、エネルギー資源に之

しい我が国が技術立｜干！として提供できるエネルギー産業技術となり得ると -irえられますっ

こうした観山から、本会議が我が同のこの分野のγ：術の進歩と新しいエネルギ 産業

としての太陽光資屯技術の晶、興に大きく貢献できるものと信じます。

1 
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2. 会議開催の経緯と自白宣
ヘ

太陽光発電国際会議は、応用物理学会と日本学術会議・電気電子研究連絡委員会の共

同主催で、昭和54年より昭和57年までほぼ18か月毎に計3回開催してきたホ光起電力効

果の基礎と応用心関するシンポヌウムか（国内会議）を国際会議に発展させたものであり

ますぷ第1図太陽光発電国際会議は、応用物理学会、電気学会および国際科学振興尉図

の共同主催、、ならびに多《の学協会、団体め協賛、後援により昭和59年11月に神戸国際

会議場に芝開催さftましたσ参加者は、全世界22か国より500名を越え、盛会裡に終える

之どがせきまCIたふ第1回太陽光発電国際会議の会期中、国際諮問委員会が関かれ、同 申

種の太陽光発電関連の国際会議が米国、ヨーロッパで別々に 1年半に 1回開催されてい

る•\l\EEE. Pliofovolfaic .Spεciali'sts Cσnference, .EC Photovoltaie .Solar Energy 

Confer田氏） ζ逝圭考慮仏本会議をプジア地区で開催する国際会議（ l年半に1回開

催じでぬるをの性格付けを行ないまじた。さらに第2回太陽光発電国際会識を中国で、

第3回太陽光発電国際会議在日本で開催するミとが決定され、すて、に、第2回太陽光発

電国際会議はJ昭和61~8 月、中国北京で開催されました。

太陽光発電国際会議は；石油に代わ品新王ネゾじギー資源開発の一環として進められて

ゆる太陽光発電に関する諸問題、ーすなわち光起電力効果の基礎物性、太陽電池材料、 J太

陽電池フプ口セ式、太陽光発電ンステ.b.など‘ここの分野をめぐる基礎分野から電気、電子、

化学そ仁ぞ主索作者？？廿などのエ学金般学術への発展に貢献することを目的主して企画、

組織されたものであります。

日米陽先発電は、我が園のサ～ンシャ可シ計画をはじめLアメリ力、西ドイツ3 フランス、

f、ギ.•：） Rt) ど十数か国でたそれぞね国家的プロジ五クト、あるいはそれに準ずるプロジ

ェff,F主じで取9JとIfられぬとこ数年その研究開発、進歩には目覚ましいものがありま
す』特治之のプロジ三クトの成功引の鍵とされている太陽電池の低コスト化については、

新材料め開発v新構造う［＂！：ポイ丈の提案あるいは新しいデパイステクノロジーの開発など、

高効率、大出力、、製造コえFの低減を目指した新しい飛躍が期待されています。

コ去のような背景のもとぞ‘定期的に国際会議を開催することで、この分野の学術の進

歩とエネルギー産業と Lての太陽光発電技術の振興に大きく貢献することが7できると考

えられます。

~2 
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II .会議の概要

第3回太陽光発’屯国際会議は、忘用物理tア公、 i[L父子7会および国際科学振興財［刊の共

同主催、ならびに下記の学協会、団体の協賛、後採により、昭如62年11)j 2日～6けの

5 LI l旬、経I.JI連会館において開催されました月参加者数は全世明tzoケIEIより400名を越

え、 •1,ij:会樫に本会議を終えることができました。

以下にその概要をまと的て報告いたします

1 共催、協賛、後媛機関等の名称t

．共催

．協賛

・後撮

社団法人 応用物瑚学会

社団法人電気学会

！け同j去人 同際科学振興財団

日lJ電子通信学会

。IJテレビジョンρ詐会
昨日照明学会

(it)電気化学協会

日本太陽エネノレギー学会

エネルキ 変換懇話会

ll本学術会議

通商産業省工業技術院

新エネルキ 総合開発機構

側新エ不ルギー財同

担割光産業技術振興協会

宇宙開発事業団

3 

(ttJ 11 'I'航空2宇宙’r会

（初日本化学会

国際太陽エネルギ協会

IEEE 

Commission of EC 
(Photovol. Division) 

PVSEC Organizing Committee



2.会議日程

竹月2日目） 竹月3日 （火） 竹月4日（水） 竹月5日（柄 竹月6日働

午前 開会式 講 演 講 演 講閉 会演式

午後 ヨ主白主弘 録 講 演 講 演 講 演

夜 ウエル力ム・ パネル討論 パネル討論 パンケットパー ティ

3.開会式

開会式は、 11月3日午前9時30分より、経団連ホールで開催されました。まず高橋清

組織委員長が開会の挨拶を行い、つづいて菅野卓雄応用物理学会会長が歓迎の辞を述べ、

最後に今回出席できなかった米国エネルギー省のR H. Annan博士のオープニング ・ス

ピーチをM.B. Prince 氏が代読し、開会式を終えました。これらの開会式挨拶の全文は、

資料12に収録しております。

開会式直後の会場において、米国エネルギ一省M.B. Princz博上、 ベルギーのもN.Paiz 

博七およびわが国サンシャイン計画推進本部丸川章開発官が、それぞれ米国、欧州およ

び日本において推進されている太陽光発電計画について特別招待講演を行い、各国の

R&Dプロジェク トの現状が報告されました。

4.セションと発表論文数

発表論文はフ。ログラム委員会で厳選された結果、口頭発表論文94件、ポスター ・セシ

ョン論文71件の、合計165件が採択されました。これに招待講演論文25件およびレート ・

ニュース論文17件を加えると、全発表論文は208件 （取消24件）にものぼります。これら

の論文の内、 口頭発表は三並列セションで行われました。

図l、図2に、分野別論文数の割合、国別分類を示します。

- 4-
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5.関連行事

太陽光発電に関する学術的なプログラムのほかに、出席者相互の交流と親睦をはかる

ために次のような諸行事が行われましたが、いずれも多数の参加者ヵ、あり、好評裡に無

事終了 しました。

1 ）ウエルカム ・パーティ

昭和62年11月2日（月） 午後6時～8時

（経団辿会館クリスタルルーム）

参加者約250名

2）パンケット

昭和62年11月5日制午後6時～8時30分

（経団連会館ダイヤモンドルーム）

参加者 約250名

なお、本国際会議期間中行われました太陽電池のミニ展示会につきましては、資料13

にまとめております。

6.会議参加者数

今固め国際会議における登録参加者総数は、圏外105名、圏内298名の合計403名でし

fこ。

参加国数 20ヶ国

登録参加者数

圏外 105名

国内 298名

ムi:i苦”＋I 403名

-6-
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国別登録参加者数は次表の通りです。

国 名 参加者数 国 名 参加計数 問 名 参加I台数

日 本 298 7 フ ノ〆 フ、 4 力 十 ダ 1 

ア メ カ 40 フ、 f又 イ ノ 3 クウェ ト 1 

西 イ 、ソ 20 へ ／レ さ官 3 パーレーシ 1 

中 同 10 二L 一〆 7 ト｜ 2 7 イ 1 

韓 医l 5 ユゴスラビア 2 東 ド イ ソ 1 

イ さ干 フ、 4 インドネンア

イ タ ア 4 オーストラリア 1 

7.会議報告論文集（テクニカル・ダイジェスト〉

本国際会議で掠択された 般議減および招待講演のl吋谷は、第3回太陽光発電国際会

議”テケニカル・ダイ〆エスト’J として会議初日に刊行きれました。オ7セソト印刷で、

本文は811頁です。本会議の出席者ならびに後段者に無料配布いたしました。なお、この

テクニカル・ダインエス lは25,000円で購入できます。ご希望の）jは、 ド記までお中込

みくださL～ 

干565大阪府吹田市111問Ji:2 1 

大阪大学工学部電気L"f:：科

白藤純時l

TEL 06 877 5111 

7 
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III .会議の成果

本会議では、太陽＇ il;'.i也のJ,l;li!'tから〆ステム応用に七る日f光子 7/J'Ji¥J白、された 論文；

のうf貯分類l土、すでに［司 l、［;i]2に＇J、されている これかりもll)jりかなよす（二、代が凶

では、アモル7ァスた｜；品電；tl!に関する予告表論文の割合が甑めて事〈なうているー本会議

では、アモ it.7ァス系を初j向、結品三千：Si太陽’・,JL，也、 fヒ｛；－物半導体太陽ぽ池などのうf肝てい活

発に什論がliなわれ、重要な成果がj！ド＇! しだ まだ、ンス子ム開発では、 200kl＼分散刑、

IOOkW分散型、 JOOkW向w品型や海水淡水引〆コ王子ムなどの回式験結果が制介きIL、1,J）択の実

）日化にJYJ待をj.¥たせた ここでは、太陽電池ぷ子そ小心にした成果の概略を報告する

十結昆系シリコン太陽電池

従米、 SiAlぬ7正池の変換効工ドは、もっ kがりないと.＇J'.iつれていたものが、本会議で飛躍

的に［i•J J・ した市結品Si太陽’,JL；也では、 2×2em'のセ／しで、 20～22%の変換効十が得りれ

ている 対j十川、急、に f{•J上した背景、には、 BOS コスト llaJ辺コスト）を含めた党11t コスト

ア〉解十！「結呆があるc 太｜；品’屯池をいくり＇？：： ＜製J立しでも、士'Ir·十がfl~いと BOS コストが！日i く

つくため、ト タノレンプ、テムとしては安くならないのである 本会≪f.1では、オ ス｜う

！）アのNewSouth Wales大学のグノし 7を初め、米l手IStanford大学や我が[EJの研究機関

かり20%以トの変換効三キEが幸ll告きれた また、米!Jilでは高効率太陽’・.i,:池を集光動作させ

ようとする研究もr，：￥.んであり、集光時には、 25～26%の効ヰtが得られているn このよっ

に、 C,.IJコシ太陽電池の効咋ーが急上列したのは、高＇＂＇＂質の Siウエハを使則していること

と、 Ji!火を柏けJjJIJえるために、係々なj世細）J[ilーを地していることによるコ私＇；，＇，／， ,y，ンリコ
ン太1：品屯池（土、この会議を契機として、一段と高い効平目印 1.I sunて＇25%1に向けて大

きく 1iijjffiした

多$／；品Sil：防7韮J也の分野でも、高知J十＼jヒに関寸る研’先が活'ftであるしキャスト法による

争結，＇，，＇， Si太陽l伝t也の対＇J＇ド［土、］（）叩声 jのウエハて15%に達した また、多結品ウエハのfl~ コ

8 

PVSEC Organizing Committee



スト製j立伎術として我が阿で開発されたスヒ／法でも、 12%の効fが得られ、［l"yトの注

目を集めたっ

2. 戸モルフ戸ス系太陽電池

アモル7ァス系では、材料の製法、膜質などの基礎から太陽電池の高効ヰE化、信頼性

評価、新型太陽電池構造に至る広い分野で研究発表が行なわれた。アモル7ァスSiンング

ル接合引太陽電池の高効率化に関しては、 P層の高品質fじが活発に議論された。まず、

P卑1SiC形成用め新しいドーピングガスとしてトリメチルボロンが有望なことが刀、され

た。また、 P層の低抵抗化には微結品層の採用が有望であること、 Plご超格子を用いる

とP層で励起されたキャリアも光電流に寄うすること、また、超格子の形成には、光CVD

法が優れていることなどが報告された。これらの新技術開発により、 1cm＇の小面積セノレ

の変換効半は11～12%に達した。 30×40 40×120耐の大面積モンユールでは、まだ、こ

れらの高効率化技術は採用されていないが、膜形成条件の最適化や集積化構造作製プロ

セスの向上により、 7～8%のモジュ ノレ効率が報告された。

高効率を犯うタンデム型太陽電池では、 aSiGeやaSiCの高品質化のガイトラインが

示され、多くの研究機関からこの線に沿った研究成果が報告された。しかし、現状では

a Siに比べると合金系の膜質は未だ充分ではなく、膜質向上に向けた基礎研究の重要性

が認識された〔我が国かりは、 lOcm角の3層タンデム太陽電池て・・9.51%の効2字（実効効

率）が報背されi.i：目された3

一方、信頼性向上が、今後のアモル7ァス太陽電池開発の大きな課題になることが明

らかとなった。これまで、アモル7ァス太陽電池に光照射を行なうと効ヰが劣化するこ

とが報告きれていたが、本会議では劣化を根本的になくす手法は報告されなかったυ た

だ、どのような条件のとき劣化が生じ易いかは、充分把握されるようになり、高信頼イじ

に向けた成膜技術の開発、及びデバイス設計が行なわれるようになった。 aSiンングル

セノレは約10～ 20%の初期劣化を示すG 方、タンデム太陽電池て拘は劣化率が非常に小さ

くなることが実験的に示きれ、新しい方向を示すものとして注目された。特に、 aSi/a 

Siの2層タンデム太陽電池では、初期効率10%でも初期劣化率が数%以内になるとの報

告があった。
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3.化合物半導体太陽電池

この分野では、 GaAs系太陽電池の開発が杭実にi韮めりれている係fが日米かり報告

きiLた.fl的は、 iに’r'Hi用である 米国で（土、 GaAsを集光明にIllL、る研究も数多く ii

なわれているつ GaAs/GaAlAs太陽’flt；也は、 i法iiJ:はMOCVDI有機＇＂属気相成長法）で形

成される場合が多くなったっこれまでに、 2cmfljのセノレで22.5%IAMOlが得られてい

るヘこの他、 GaAsの粁量化、低コスト化をl<lるため、 GaAson Siセルも開発きれつつ

あり、 18%IAMl .51の効z字が報告された（また、宇宙用としナ（土、 GaAsよりもInP太

陽電池の万が耐放射線門に伯、いことが市きれ、大きな関心を呼んだー

4，新型太陽電池

本会議では、新しい薄膜太陽電池としてCulnSe，が注目を集めたJ 特にARCOSolarH

かわは、 30cm角のCulnSe，太陽電池モジュールで対＇J'ド9.1%とアモル7ァス系を凌〈値が

発表された。また、 30cm角のCulnSe，太陽屯｛也と30cm角のaSi太陽屯池から成る 4端子系

タンデム太陽＂ilii也モンユ ルで効率12.3%と務膜系て”は、これまで.ilEも椛験のない、す

ばらし L寸前が報~·；－されたο

この他、 1島市のセ／ヨン外のプログラムとして、太陽光発電の将来像をもとめたパ不

ル討論会が設けられ、政府、大学、関連企業なと幅広い層を交えて活発な討論が行なわ

れた。

以上のように、結品系シリコン太陽電池、アモルファス系太陽屯池から化合物太陽電

池、きらにはンステム応用にわたって大きな成果が得られたじ本会議には、国の内外を

｜！日わず、政府機関、産業界からも多くの参加者があり、この会議を通して太陽光発電の

本十詩的な実用化に向けて飛躍的に発展のあることが期待される。
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5.システム妓術

この分野での）ti<内谷を見ると、 ）£／1心主／－.［EJ過疎無電化J也｜イにおけるPVンステム

i& Illに対する7 ィνビリティスタディのよ 7な概念的なものから、わが同サンンベイン

,n·11biに足ずく件怖のンえテム l:fJ ）創刊のようなH休日立なものまで~I＇常に巾広いものであう

たJ 発展途上同参加者からの7とたは「1国におけるPV市場仁志Ifる検討をもとに、 ll本を

はじめとするPVJl::i並同の只休的システム開党、 1直川をうなが1といった内千手のものが

多くみうけられた一方、わが［りからの発表（土、パノテ IJー初充電Hi電源としてのIOOk¥V

I 場用システムの例を除くと、！Ok¥V海洋牧場’也市l問ンえ子ム、 25k¥Vおよび30酬の海本淡

水化ンス子ム、 IOOk¥V時住民屯源ンス子ムなど、ほとんとがJgu/:'11出｛としての太陽光党屯ン

ステムのWUであった これは乳時l万でシステムの経済牲を考l揮すると系統連ii':'¥'1よリも

実用化がjlj:いと Y;えられるためであり当然の中山県といえよう ただし、将米の’k用化普

及をみこした例人fr’む山の系統i'l'. 系叩1 システムの技術的問題.＇.＇.•：に l刻する研’允計11!1jについ

ての発表は、そのンステムの治Ai需要の多きか灯、特に日本グ）参IJU持の注目を；JIc＇てい

たようであるーまたアメリカからは系統電源Illとして電力会十lが、地域にょうではある

れ’度、太陽〉【：'it'tιンステムを’人！日化3草入する主（j主にあることが）tたされ大きな関心を呼
んだ。特にEPRIがIJ日発したポイン！コンタク I・ '¥'1の集光式モジュー／しは、 9てーに経済的

に実用化の域に注しつつあるとのことである一

その他、実際の太陽電池アレイ建設、運用上の問題として、特に大規模アレイのモン

ューノレ最適接続法や故障モジュー／レの検出法などの研究、およひ”鉛蓄電池やレドソク

ス・ 7ロ 蓄電池の光発電ンヲ王子ム府としての運用管理）j法や中11合せ運転の研究など、

ンステムサポート技術に関する骨H'fがあった

また、太陽光it:-.t.:ンステムのコス l見通しに限lし、日本の場介、従来は主として太陽

電池に対してのみ論じられてきたきらしゅ、あるが、今凶、系統j＜［系型のノl、＇＼＇！ 光)E＂，屯ンス

テム（個人住宅｝日〆ステムjをj91JにBOSコス l見通しが示され、ンステム全体としての

コス↑見通しが”下しく報告された。
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VI. む す び

この間際会議J土、多数の’F協会ならびに諸団体の御後伎のもとに開催いたしましたが、

本報1•; cヰに述へておリますよっに、大変成功裡に終fすることができましたの特に村田

学術振興財［司、電気事業j主介会をはじめ、多くの企業から多額の御波止力を賜わり、会議

のi亘’i：＼・を円滑に進めることができましたことは、ひとえに関係各位の温い御瑚解と御協

力によるもので、ここに深〈感謝する次第であリま f

本国際会議の組識委員会J土、この報告書の作成をもってすべての業務を終fし、解散

することにいたします。
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2. 組織委員会名簿

t'H長 l"J 市町 4主円 i ~［ !;.; I業大学 ！？：郎）

副委員長 松ィ！主 ι，J ～ ウ r ！；（郡大γ： L?iil¥1 
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ll'i 11 iii'L た lシャ－71
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村正 ！も H ～ ラ （松ド’屯池I＇..業）

梅 ~·j· 正義 I f, ,1，屋工業大？ I’J音｜；）

）、 本 修 （芝；mr’業大γ， J:•'j':吉日）

j火 イ三 干日 夫 ',*':'.:I 

J甲 111 勇 雄 （た｜均エネルギ研究所）

木村謙次郎 i ）；｛セラ）

4占 ノk i長 事E i 11 ~＇電機工業会）
、ド 勝幸 （’j’宙開発事業［寸IJ

「I1時 夜ミ （一一二斐電機）

I I 藤平＇t h』l （大阪大学 L"/:i¥111 
｜具j 本 fl' 、 5J 、 11 l本電気）

武 II I 1f 日，.！.. '(llil'clt力中央研究｝叶j

II I (!;f; 肉； <.NHK 欣i芸技術研究所）

lji ）下康 夫 ( ＊！；（農上大学 ｜学部）

山 英 介 （小松製作！叶）

ノ｝三 II I 美之介 （ 河電機）

I同 ~·i’ 種 犬 （大版大学 J,li礎 I学部）

i可F「へ 雄 111ι製作所）

1＇甘 十J 寅 雄 （｜問tlLj電力）

｛共 Ill ートー ~L （大阪大学基健l学部）

十本 亙市乏' （＇，正子技術総合研究所｝

1事 イく ワJ、 r ・1;1; L 電機総合研究所｝

~＇ 干日 雄 i ;k！；（大学 T.＇下日111
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3.運営委員会名簿

高僑 清（東京〔上業大"f: J学部）

松波弘之（京都大学 L＂［：’古｜；）

小長井 誠（東京l業大γ’ I：学部）
（総務委Ii会委員長1

委員長

副委員長

幹事

1」＂'f:部）

後川昭雄（す’前科’J：研究所）
（顧問委ll会委員長）

梅野 11' 義（名占hll業大学
（募全委ll会委民長）

n 藤純刷（大阪大1γ：
（／／＼版ft¥i会委民長）

員
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τ＜ 

I J下；¥BJ
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西野崎夫（大阪大学
（プログラム委員会委員長）

浜川 ｜ 弘（大阪大学
（国際，＼¥'ilitl会員会委員長）

林 豊（電子技術総合研究所）
（！ぶ報委li会委員長）

山 口氏史（NTT茨城電気通信研究所）
（、ノーンヤルプロタラム委員会委員長）
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t
日

占
u
l
H
t寸
舌
ヒ

ノ

£
T
，午

2
2
J
t
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藤

藤

田

4頼

沢

田

波

口

ん
斤
ん
庁
式
辻
休
広
雌
松
松
山
と
H llJ 

5.顧問委員会名簿

（’ド宙科学研究所）

（東京理科大学工学部、東京大学名持教授）

（京セラ）

（近畿大学理I：学部、大阪大学名誉教授）

（日本電気）

（松下電器産業）

（ンャフ〈）

0王子技術総合研究所）

（京都大学工学部）

（電F-技術I総合研究所）

（東芝）

（富土電機製造）

(j邑産省I七業技術院サ／ンャイン計l副推進本音11)

（三菱電機）

（三洋電機）

（倹浜国立大学二I学部、東京大学名答教授）

（新エネルギー総合開発機構）

(II立製作所）
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雄

人

前

夫

雄

行

古

正

平

宣

夫

淳

時

章

夫

大

昌

司

宏

明

日

日

制

嘉

道

俊

孝

俊

稔

英

4青

Yじ

後 JII 

青木

稲斑

犬石

柏之原

J1& l坂

佐々木

佐藤

高木

鶴島

水井

岡保

)L JIJ 

森

ill 

I [j 

.f~ 

ィ庄

野

村

松

辺

委員長

委員
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（名古屋工業大学工学部j

（東京理科大学 I学部、東京大学名誉教授）

（名古屋大学 丁一学部）

(JI]:畿大学理工学部、大阪大学名誉教授）

（関西電力、京都大学名誉教授）

（宇宙科学研究所）

(NHK放送技術研究所）

(NTT) 

（京都大学工学部）

（東京工業大学工学部）

（東京大学 T.・宇部）

（大阪大学基礎工学部）

（広島大学工学部）

（東京工業大学総合理工学研究科）

（京都大学 I：学部）

（芝浦工業大学工学部、東京大学名誉教授）

(ntm大学、大阪大学名誉教授）

（横浜国立大学工学部、東京大学名誉教授）

義

治

勇

雄

佐

雄

彦

郎

吉

一

清

雄

弘

孝

郎

之

義

郎

日

H

次

二

嘉

親

昭

雅

正

俊

邦

圭

全

静

弘

久

次

正

呂

6.募金委員会名簿

野

木

崎

石

圏

之

梅

育

赤

犬

上

後

大

峨

高

官

同

多

浜

広

古

松

仰

山

山
川

波

井

Ill 

Ill 

水

本

橋

II I 

瀬

日

村

出

長

貝

百円元
女
長
封

7.募金推進委員会名簿

（日本電気）

（帝人）

（日本イーシーテ”ィー）

（京セラ）

（側国際科学振興財団）

（日本電気）

（働電力中央研究所）

（松下電器産業）

（富士電機製造）

（ンャーブ）

（住友電気工業）
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正

雄

吋τ
ベム、

桃
和
和
昌
一

俊
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恒

関本

絞 .rn:
伊藤

稲盛

今村

植之原

上之薗

城｜坂

田保

佐々木

中原

委員長

委員
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ノ｝く 作 i';' 東芝l

森 英夫 ¥ _' .＿菱電機｝

111 哩f ｝、 （三河電機）

iド之 jl」 壬、 （日「f製作所）

8.国際諮問委員会名簿

委員長 Y llamakawa 

委員 SAra fa 

A. M. Barnett 

E. Berman 

W. H. Bio" 

K. P. Bogus 

H. W. Brandhorst 

I. Chambouleyron 

R. G. Cheng 

C.H. Chung 

A. Frova 

M.A. Green 

M. Hirose 

S. C. Jain 

Y. Kuwana 

J. J. Loferski 

R. van Overstraeten 

W. Paiz 

W Pickin 

M. B. Prince 

K. Shimada 

I. Solomon 

J. L. Stone 

F. Treble 

H. Watanabe 

J. F. Wise 

Zou Xun 

(Japan) 

(Egypt) 

(U.S. A) 

(U.S. A) 

(F. R. G.) 

(The Netherlands) 

(U.S. A.) 

(Brazil) 

(China) 

(Korea) 

(Italy) 

(Australia) 

(Japan) 

(India) 

(Japan) 

(U. S. A.) 

(Belgium) 

(Belgium) 

(Mexico) 

(U.S. A.) 

(U. S. A.) 

(France) 

(U. S. A.) 

(U. K.) 

(Japan) 

(U.S. A.) 

(China) 
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9. 第3回太陽光発電国際会議組織委員会運営要綱

（設置の目的）

第l条 第3[l1] 太陽光発電閃際会議（以ド「［EJ際会議」といっ Jの準備、運’日及び関連

諸行事を行うた的、 JEJ際会議組織委民会（以下「組織委民会」という）を設置

する

（運営）

第2条 組織委H会の運営は、この運営安綱の定めるところによる。

（任務）

第3条 組織委討会は、同際会議の準備、運；－＂（・及び関連諸行事を行うため、次の事項に

ついて審議し、実泌する。

(I) 国際会議の準備に｜渇する事項。

(2) 同際会議の運営に関する事耳L

(3) 同際学術開体との連絡に関する・1午現。

(4) 同際会議開催の11的、意義に賛同する団体、止は個人から寄付金を募集す

ること。

(5) 同際会議の参加lJすから参加会費、ハンケソト偶人負tH.金を徴収することっ

(6) 悶際会議の平IH＇；－討の作製、その他伐務整理を行うこと。

(7) その他、前各すに付随する事項。

（構成）

第4条組織委H会は、委員長 l名、高IJ委員長1名、幹事1名、委員30～50；／＇，及ぴ特別

委員をもって構成する

2 組織委g長は委員の7/.選によりこれをきだめる。

3 組織委員長は組織委H会を代表し、その所掌事項について総括する。

組織委H会副委員長は組織委員長を補佐する。

4 組織委員長不在のとき、又は組織委H長に事故のあるときは、組織委員会副委

員長がその職務を行う。

5 幹事は、組織委員会委民長、副委H長を補佐するとともに、第5条の各委員会

の所’字・・r・；項の連絡、調整及び第9条の総務委員会を駐停掌理する。
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（運営委貝会）

第5条 組織委員会に別表のとおり運常委員会を置し

2 運営委員会は、組織委員会の審議又は実施すべき事項について全世u:v；案すると

ともに、組織委員会が委任した事項について審議し、実地する。

3 i王公委員会に所属する者は、組織委員会委員長、副委員長を含む委員の中から

組織委員長が指名する。

4 i豆営委員会に運営委員会委員長I名を置き、当該運営委員会委貝の1i選により

これを定的るc

5 j豆’げ委員会委員長が必要と認めるときは、運’I午委員会に委員以外の者を出席さ

せ、その意見を求めることができるc

6 同際会議を円滑に運営するため連常委員会に別表のとおり、総務委員会、財務

委員会、出版委員会、会場委員会、広報委員会、ソーシャルプログラム委員会

を置く η

（議事）

第6条 組織委員会及び前条の運常委員会は、委員の過半数が出席しなけれは、会議をl羽

き、議決することができない。

2 r且織委員会及び詰lj条の運営委買会の議事は、 l臼f庁3委民のj畳一、i三数て

数のときは議長の決するところによる O

3 組織委員会及びJllj条の運常委員会に出席することのできない委員は、書面をも

って表決をなし、又は、他の委員に表決を委任することができる。この場合は

出席とみなす。

（運営要綱の変史）

第7条 この運営要綱を変更しようとするときは、組織委員会の委員の三分の二以上の

同意を得ニなければならない。

（運営細則）

第8条 この運営要綱に定めるもののほか、組織委員会又は第5条の運常委員会の議事

について必要な事項は、組織委員会又は第5条の運営委員会においてそれぞれ

定める。
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（総務委員会）

第9条 組織委員会、運営委員会の円滑な運営を阿るため総務委員会を置し

2 総務委員会には、総務委員会委員長のほか、総務委員会委員若卜名を置し

3 総務委員会は東京工業大学工学部電気・電子工学科ノト長井研究室内に置し

（解散）

第10条 組織委員会は第 3回太陽光発電国際会議及びこれに関連する諸行事の終了並び

に会議の経緯、成果、寄付金、参加会費の収支状況等を記載した報告書の作成、

送付の完了をもって解散する。
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10.第3固太陽光発電園際会議財務委員会規定

第l条 第3回太陽光発電国際会議（以下「国際会議J とL寸。）内に、財務委員会を設

置する。

第2条 財務委員会の運r再は、この規定の定めるところによる。

第3条財務委員会は次の事項を分担する。

I 11 国際会議開催のための寄付金、補助金、参加費の収納事務。

(2) 国際会議開催に伴う経費の管理。

(3) その他これらに付随する業務。

第4条財務委員会委員長は、財務委員会を代表し、所掌事項を総括する。

2 財務委員会委員は財務委員会委員長の指不に従って会務を処理する。

第5条 財務委員会の分担する業務の遂行は、日IJに定める「第3凶太陽た発電国際会議

開催のための準備、運営及び関連諸行事のため募集する寄付金品及び会議参加

者から徴収する参加費等会計管理規定」にもとついて行う。
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第3固太陽光発電国際会議開催のだめの準備、運営及び関連諸行事のため

募集する寄付金田及び会議参加者から徴収する参加費等会計管理規定

第1条 第3同太陽光発電国際会議（以下「国際会議」という）が必要とする経費は、

その進行を目的として寄付あるいは徴収きれた金品等をもって充てるつ

第2条 国際会議の準備、運営及び11¥J連諸行事のため集められる寄付金、補助金、参加

費その他これから生じる照金利息（以卜「寄付金等」という）の管理は本規定

により間際会議組織委員会財務委員会委員長（以卜「財務委員長」といっ）が

行う。

第3条 受け入れ寄付金等は、収入帳簿に次の事項を記入のうえ、現金は、 I汽ちに指定

の銀行に入れ、または厳重な鍵のかかる谷器に保管する。

(I) 寄付金

1 I寄付金受け入れ年、 Tl、lI ' 

2 I寄付者の事業所又は氏名。

3 ）寄付金釘L

4）その他必要な事項。

(2）参加費

1 ）参加j費受け入れ年、月、日。

2 ）参加費納入者氏名。

3 ）参加費の客員。

4 ）その他心安な事項。

2 寄付金については、収入伝票の決裁後すみやかに募金委員長名義の領収書と礼

状とを、寄付者に送付する。

第4条 寄付金等の収入金は国際会議組織委員会、運営委員会に属する名委員会の委員

長（以ド「委員長ら」という）の要請にもとずいて、国際会議の準備、運営、

関連諸行事及び残務整理に要する経費に支出「るコ

第5条 委員長らは支払し、の要請を次の区分により行う。

111 直接払 存委員会において購入、借入、使用した代金の支払し、要請

(2）仮払全 谷委員会の運営のため、使途の概要を示した上での要請。
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(31 立替払 作委員会の責仔において立替えた額の払いもとしの要請3

2 前項の要請を1fつに当たうでは、原則として次の手続きをとる三

I 11 委員長らは川定の用紙に必要事項を記入し、必要書類を添付のうえ、財務

委員長ヘイit:1:するc

121 財務委員長はこの要請内符を審査し、組織委員長の決裁を求める乞

(31 財務委員長は組織委員長の決裁の後、出納担当者に支払いを依頼する m 

し、次にあげる場合には、財務委員長は、組織委員長の決裁を省略するこ

とができるヲ

I I事務用品の購入、その他役務関係の支払いで、その金制が10万円以下の

場合い

2 I通信に安する費用の立；払い。

3 I定期的に2払うことが必要で、かっ金書iiの定まっているものの支払いC

4）旅費等の立払いc

第6条 西ij条2項による立；払いの依頼があった場合、出納担当者は提:I＼書類を縫認のつ

え、支払いの千続きを行い、主紅、Lミが終わった時は、支払し、帳簿に支払L、年、

丹、目、支払L、先、支払L、金書iiを記入するD

第7条 支払いは銀行振込の方法により行う。但し、債権者または、委員長らから現金

による支払いの要請があった場合は、この限りではない。

第8条 2-tムL、を行った場合は、その証拠書類として；j,:に掲げる書矧を7己備する 0 {H.し、

10万円以下の場合は見積書をすi略することができる。

I 1) 見積書 (2) 納品書 (3) 請求書 (4) 領収書

第9条 第5条第1項第2号の仮払金は、 1回100万円を限度とする。 fH.し、委員長らか

ら特に増額の必要がある旨の理rhを示して要請があるときは、100万円をこえて

支出することができる。

2 前項による仮払金の交付を受けた場合は、前条の規定に準じて処理するととも

に、仮払金の支出終了後、すみやかに支出状況、証拠書類を財務委員長へ提出

する。なお、仮払金に残金があるときは、これを返還し、不｝止が生じたときは

その不足額を請求する。

第10条 件委員会への委員の依頼出席には限度内で旅費を支給する。
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第11条 組織委只長は、財務委員長に対し、寄付金等のw理、経.f'I[の状況に関し、販店一
そ求めることができるごまた、財務委H長は出納担当否に対し、帳簿の閲·~記を

;JZめる二とができる。

2 財務委H長は、国際会議終f後、すみやかに収入、支出の状況を起した帳簿、

証拠書類、その他関係書類を整理し、組織委民長に提出する報告書の作成を行

ワー

第12条 寄付金等の管理は、 1jij条第2項の処理の完了をもって終fする勺

-29-

PVSEC Organizing Committee



竹ー寄｛寸法人一覧

（五 i背順）

法人名 i王 品
川

ト一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一 一一一ート一一一一
li!l化 1,1(:T J;株式会社

l[ll 硝子株式 会社

アン ツ保式会 ti:

’j’音日興産株式会社

干1UHR有楽町 1 12 1 LI比谷三てー井ビル 干100

T代田区丸の内2ー 1-2 干100

治l互南麻布5 10 27 干106

洛［x~赤坂 1 12 32 7 7森ビル干107

NTT茨峨電気通j,i研究所｜茨城県明日阿部東海村大7白万i'J恨162 干31911 

大阪千タニウム製造株式会十I:I尼崎市東浜町1 干660

i'1• 電気工業株式会什 I ；住 lメ虎ノ！”I 1 7 12 〒105

鐙淵化学 I業株式会社 l大阪市北lえや中之島3 2 4 朝日新聞ビル 干530

川崎製鉄株式会社｜了代出区内幸町2← 2-3 H比谷国際ビル干100

株式会社関電 T.I丈京区本郷3 40 11 柏屋ビ 1i,4 F 干113

関電興業株式会社 1大阪市大淀氏本庄東2 9 18 干531

京セラ株式会社l1-icit市大作1-4 3 （佐倉第3工業同地｜人1l 干285

久保川鉄 l 株式会十I:I尼崎市浜1 1 1 干661

隊式会社神戸製鋼所｜下代間ド）Lのl付1 8 2 第1鉄鋼ピjし干100

株式会社小松製作所｜平塚市万1111200 〒254

株式会社サムコイン7 ナンョ＋ル｜京都市伏見l王竹IllIH中日町33 干612

l!H司法人付料科学技術阪興財i・tj I ii上川谷［メ！？且自rji谷3 11 1 干157

三洋電機株式会社｜守11市京阪本通2← 18 干570

株式会社品津製作所｜京郎市中京区内ノ京桑以町I 干604

ンヤー 7 株式会社｜天照市熊本町2613 1 干632

昭和シェルイi油株式会干上！刊出区ihケ関3-2 -5 干100

信越、｜乞導体株式会社 lT 代田むに九の内 1 4 2 干100
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法人名 ｛王 所
L一一一一一一一一
新神戸電機株式会社｜新宿区内新宿2-2ー 1 干160

新日本製鉄株式会社｜干代田区大手町2 6 3 新日鉄ピル干100

住友金属工業株式会社l下代同区丸の内 1ー 1 3 大手セ／タ ピ／レ
i 干100

住友金属工主株式会社総合技神耐究所 i尼崎市gtj長州本町1 3 干660

住友スリーエム株式会社｜世田谷区玉川台 2-33-1 干158

住友電気工業株式会社｜大阪市東灰北浜5 15 住友ビル干541

全国銀行協会連合会｜千代田区丸の内1 3 1 干100

十合熔材株式会社｜名古屋市下種区内山 1-24-9 干464

ソニー株式会社｜品川区北品川 6 7 35 干141

大同特殊鋼株式会社｜名古犀市中氏錦1ー11← 18 興銀ピノレ干460

大円本インキ化学工業株式会社｜中央区日本橋3 7 20 デイソクビル 干103

大日本印刷株式会社l新宿区市谷加賀町1 1 1 干162

太陽誘電株式会社総合研究所｜群馬県群馬郡榛名町本郷塚中562 干37033 

中京化成工業株式会社｜名古屋市昭和区福江2 13-25 干466

帝人株式会机｜千代凹区内幸町2 1 1 干100

ティヒ ア ル株式会社｜豊川市小田淵町4-63 干442

電気事業連合会！下代田区大手町1 9 4 経団連会館5階干100

財同法人電力中央研究所｜千代田区大手町1 6 1 干100

東亜燃料 l 業株式会社｜千代四反~＂／橋 1 ー 1 ← l 干100

東海電気工事株式会社｜名古屋市中区栄1 20 31 干460

株式会社東芝｜港区芝浦1 1 1 干105

株式会社徳 m製作所｜！主間市相模が丘6-25-22 干228

株式会社豊田自動織機製作所｜刈谷市豊田町2 1 〒448

株式会社豊岡中央研究所 l愛知県愛知郡長久子町大字長ii*字横道干48011 

ニンム電子仁業株式会社RDセンタ ｜福岡市中央医渡辺通2ー 1-82 〒810

日新電機株式会社｜京都市右庁、区梅津高畝町47 干615
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ィiJ：人名 I ft ＂庁
L一 一_J_一一一一一一一一一一一一
II本イりイィ一株式会日市E市 jJ子ヴヰ二3つ；7三方］＇［日訂正

｜干1fi 

II本似附子株式会社大坂 h東氏道修間J4 8 干541

日本ガイ〆株式会社｜名81長市瑞穂区沢田町2 56 干467

む団法人日本ウス協会l港lltH.のr'J1 15 12 干105

打l司法人日本・11ぷ業lH体連｛，＇会 中央［.｛八j堀 2 5 1 干104

I l本光学 I 業株式会社 F代川区九の内3 2 3 干100

II 本制作株式会社 千代IJI医丸の内 1 1 -2 干100

I l本鉱業妹式会社 港区虎ノr'J2 s lo 第15森ビル 8F 干105

ll 本由主素株式会社 港区凶新橋 1-16-7 干105

村I司法人 lJ本自動車工業会 千代HIl豆大子町 1 6 1 大手UIJピル 干100

日本点空伐術株式会有 Fヶ山奇市萩l詞2500 干253

日本電気株式会社 港区芝 5-33-1 干108

I l本逗池株式会社 京都市南l2Ui祥院西之庄箔之馬場町II 干601

日本電装株式会社 IAl］谷市昭和町1 1 干448

日本特殊陶業株式会社｜名古屋市瑞穂区iifii上町Jl4ー18 干467

I l本分光 l業株式会社｜八王T-市石川町2967 5 干192

I l本レーザ電子株式会社｜名古民市中区大cit：町3 15 干460

浜松ホトニケス株式会社｜浜松市市野l!fJ1126ー1 干435

株式会社 H立製作所｜下代Ill区神lR駿河台4 6 干101

富士ゼロソクス株式会社 l海老名市本郷2274 干24304 

富士通株式会社1川崎市中原区上小田中1015 干211

株式会社富士電機総合研究所｜横須賀市長坂2 2 1 干24001 

プラザ l 業株式会社｜名古屋市瑞穂区均！日通9 35 〒467

株式会社ブリジストン｜中央区京橋1ー10-1 干104

株式会社ほくさん｜札幌市中央氏北3条西 l丁円干060

松下電器庫業株式会社｜門真市門真大字門真1006 干571
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法人名 ｜ 住 所

松下屯工株式会社 ｜門真市大字門点1048 〒571

松下電池て業株式会社 ｜守口市松下町］ 〒570

三 田 工業株式会社｜大阪市東区玉造1-2 -28 干540

三 井東圧化学株式会社 ｜千代田区霞ヶ関3-2-5 〒100

三菱金属株式会社化合物半導体センター｜ 大宮市北袋町1ー297 干330

三菱電機株式会社LSI研究所｛努丹市瑞原4-1 〒664

ミノ ルタカメラ株式会社 ｜盟中市新千里東町1-4 -1 干565

株式会社メイテ ッ ク｜名占屋市中区栄町3-31-12 干460

湯浅電池株式会社 ｜大阪市南区南船場2-4 -12 干542

ユニチカ株式会社中央研究所｜宇治市宇治小桜23 干611

YK  K吉 田工業株式会社｜黒部市育田200 干938
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12.開会式俊勝

組織委員会委員長

，~：； 橋 m 

Mr. Chamnan, honored gu田ts.Ladies and Gentlemen: 

I bnng you g田 tingsfrom the Organizing Committee and welcome you all to this Confe問問.Thts 

IS the 3rd International Photovoltaic Science and Engm田ringConference sponsored by The Japan So-

ciety of Applied Physics, The Institute of Electrical Engineers of Japan and Foundation for Advance 

ment of International Sci町田ー

As you all well know, solar energy is an infinite yet vital asset bestowed upon us through the grace 

of God Notwithst町idmg,use of this co皿monand plentiful resource has until now been restricted to 

that of a natural, unprocessed form. More recently, however, depleting trad111onal energy sources have 

forced attention on the processing of solar energy, spurring a growing movement backed by hopes of 

making efficient use of this blessing岨 d,in doing so, bequeathing a legacy of bountiful suppli田 for

future generations 

For well over a decade, a variety of attempts have been made to arrive at the best possible use of 

solar energy, the consensus now being that processing it as photovolt副cenergy offers the best method 

ofutihzing sunshine. Accordingly, efforts are bemg made to determme the most efficient and economic 

way of pr町田smgphotovol凶cenergy. In consideration of this background, this international叩 nfer-

ence will seek to map out a direction for thts search 

This is only our 3rd confer回目，whereasthere have b目nrun回目nIEEE Photovoltaic Specialist Con-

f町朗自S四d開venEuropean Photovoltaic Solar Energy Conferences. I believe 1t is this very youthful-

ness, much田 inour own youth, that allows us the room to exchange frank and honest opinions. In 

this sense, I血nlooking forw町dto ope回ngpresentations of research results as well as stimulating de-

bat田 thatC祖師dsurely w副pavethe way to some clu田 towardsolving the pr，田singproblems we now fa叩

With a great deal of the enthusiastic response to the call for papers, altogether more th叩 210ab-

stracts were received from 22 countn目白 However,because of time and other hm1tat1ons, the prog聞 n

committee had to select 165 papers. 94 for oral presental!ons, 71 for poster sessions and 18 late news. 

In addition, 25 invited review papers by the experts in the fields were complied. 

My greatest hope is that a solution will one day be found to restore our planet to its on目 glorious

health-to fresh air and lush greenery so that later general!ons may enjoy it in all its splendor. I be 

lieve we owe 1t to O町日lv田 toexchange o町 ideasat the forthcoming confer閉店withcandor田 d！曲目rity.
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I would like to express my deepest appreciation for the cooperation given by the member of the in-

ternational advisory commit担e,the sponsoring and cosponsoring societies, the organizing comnuttee 

胡 dthe many others who proffered their invaluable assistance in organizing the conference. We also 

much indebted for the financial suppo口fromindustries and some related foundations as well as Japa-

nese Government, and for all of you who either directly or indirectly cooperated in bringing this mter-

national conference here. Without these kmd cooperations we could not町rangethis conference. 

In conclus1on, we all hope that this 3rd Internatlonal Photovoltaic Science and Engmeermg Confer 

ence will be frultful for all p町tic1pants,and for the future of our associat10n. Our best wish田 fora 

successful conferen田．

Thank you very much. 
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応用物理学会会長

作野卓 t住

It IS a r同lpleasure四 da privilege for me to participate m the openmg session of the 3rd Internation-

al Photovoltaic Science and Engmeering Conference and to address the distinguished aud1en目出 Pres•・

dent of the Japan Society of Applied Physics, which is one of the cosponsoring organizations to this 

conference. 

The Photovoltaic effect IS undoubtedly a key phenomena, which c皿 beutilized for the conversion 

of sol町 energyto electri口tyin space叩 dterrestial systems叩 dIS expected to provide a powerful way 

to more efficient utilization of solar energy in our s田 1ety.

Because of the importance, presentation and exchange of idea凶， experienceand achievement in this 

field in open forum are really needed now 

Professor Kiyoshi Takahashi and his conference committee members have done an excellent job to 

meet this request by organizing the conference timely in Tokyo. 

I田ndelighted m havmg with us so m田ycolleagues from all over the world. 

I learned from the progr副nth副thisconference is three and a half day long and has tough schedules, 

田 dIt covers a wtde range of sci回目印dengineering of photovoltaic eff,配Lmcluding material technol-

0車問of副norphousand crystalline silicon叩 dother advanced materials and also various solar cell ap 

plicauons. 

Furthermore I found national projects in various countr悶 willbe reported and d1Scussed副nong

participants 

I do hope that the conference will be exciting and fruitful 

The t田kof org町uzmgsuch informative conferen目 1snot田 e出yone. I recogruze that this叩 nfer-

en目 wouldnot have been so succe日fulwithout the help of people, who have worked so hard but re 

mained unsung heroes. Surely they d田ervea great deal of cr吋It.

Of course my sincere thanks must go to all of you, especially who have travelled great distances and 

taken valuable time from busy schedules to contribute to the conference 

On田 againI wish you a valuable conference and山oa pleasant stay in Japan, both personal and 

professional 
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米国エネルギー省

Robert H. Annan 

THE CERTAINTY OF PHOTOVOLTAICS 

It is a gr田thonor叩 dprivilege for me to address this m目tmgof semor s口印刷tsfrom around the 

world gathered to share the results of photovoltaic research. I extend my personal greetings to energy 

leaders and distinguished colleagues Dr Takahashi and Dr Sugano and to my fnends Dr Hamakawa 

and Dr. Kuw皿 o.

At the 1984 Kobe conference, we talked about technology maturity as a process that requires think-

ing and performing in a logical evolution from small devices and spec1al1zed uses to power modules 

叩 delectric utility appli司tionsWe discussed the need for building confidence through education and 

concluded that it is too early to make decisions about the ideal photovoltaic option As a community, 

ween吋sionedparallel development of crystalline, polycrystalline四 d田norphousthin一filmtechnologies 

To bnng this effort about, we advocated a stronger relationship between government, indust可， and

universities 

The word CERTAINTY should come to mind as you listen to and debate the progress being report-

ed during the next few days First, it is with confidence that we hear that technology hmits have been 

expand吋.What we thought were practical efficiency limits of 25% have now expanded to 30% As 

a result of our parallel development paths, we have seen the viability of each technology option en-

h祖国d.C町S国血ne池田nis now a cl田rhigh-ef：呂田ncyoption. So are compo凹 dsemiconductor materials, 

particul町lyfor concentrator applications. The learrung cu円em thin film research has developed confi-

dence in low-cost f町田吋ngdeposition pro目白田.Direct costs of production at $1 per peak watt are 

being demonstrated The details of these and other advances will unfold during the next four days. 

Secondly, there 1s clearly greater sureness about photovoltaic systems胡 dtheir operation. Based on 

relatively long-term system morutormg of both large and small systems constructed in the early 1980s, 

even these early fielded photovolt副csystems have proven to be ve可reliableThe f副lurerates for pho・

tovoltaic modules average only about 112 of I% per year, and this is dropping even further as日eld

data on newer generation modules become available. Even more exciting 1s the fact that operation and 

m血nten回目回，stsare 0.5 cents per k!lowatt hour, the best of all energy supply options including nuclear 

Finally, the opening up of energy markets is inescapable. In the high-value markets of remote light-
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ing, security，出＞dcommunicat1ons, PV is the technology of choice. To this we can add remote health 

clinics, water pumpmg, and replacement of diesel generators up to 6 kW in size. Remote power will 

rem副nthe largest market until 1990. At that time we should begin to s田 photovoltaicsystems becom-

ing competitive m the vast grid-connected market in which el配tricityis priced at 12¢ per kilowatt hour 

Ha吋ngphotovoltaics出 aviable energy supply opt10n addresses what is being recognized as田 in-

herent uncertainty in both industrialized and developing economies -the unpredictability of an energy 

marketpla田 dominatedby oil It should be clear by now that no count可h拙 theability to predict or 

control energy pri白色For配白tingnew demand is still an imprecise副 Thetiming of new construction, 

extent of environmental impacts, and future of government support mechartisms all町eshrouded in 

uncertainty and skepticism 

Because of i白 growmgcertainty, particul町lywith regard to its technical flexibility, short planning 

and construction cycle, non-polluting nature, and its ability to se円eboth田ntralizedand decentralized 

applications, photovoltaics offers nations greater control over their energy future as never before 

Our technology offers阻 opportunityto redefine the way countries think about energy and its role 

田 anengine of growth It is a technological solution that meshes well with a cost-effective, market-

driven economic system. Photovoltaics ranks high as we develop an energy mix for our children that 

has depth and variety for many - not阻 energycartel for a few. 

What, then, is our course of action for the !l旦！ thr田 y回目9

Fmt, we must maintain皿deven accelerate our broad research progr町nacross all technology op-

tions. Included m this work IS a renewed emphasis on the fundamentals of crystalline technolo且yWe 

need an effective understanding of the properties of ordered materi叫sto guide our work involving dis-

ordered materials. We seek order from disorder A challenge I would leave with you is to establish such 

a international collaborative effort. 

Second, we seek innovative solut10ns to the econom1田 ofthm film production processes. Through-

put, yield, and the cost of capital eqmpment are critical barriers A solution may be one that integrates 

all key manufacturing steps into one automated large-scale operation 

Third, we all know that price is a critical market barrier We have s田nthe world market interest 

pick up when the $5/Wp cost barrier w田 broken.However, energy is now more cost competitive than 

ever before and the r阻且eof energy options greater. We should not count on dramatic pn田 INCREASES

of fossil fuels出 partof our own business plan. It IS our own pnce reduction efforts that will open 

up ever-exp叩 dingm町ke臼
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But there is an even more immediate problem. If today’s market for cost-effective PY 1s JQ..20 !Imes 

larger than actually e田stsm terms of today’s sales, and we believe it is, then two factors need to be 

given more attent10n. The first 1s financmg. We know that small purchase洛oflow dollar items do not 

mterest and therefore do not attract the world’s financial community Packaging PY for investment, 
so酷 toeliminate risks and at the s町田timestimulate sales, should be a top priority So should aw町e-

問団.These two factors are the key challenges of the U S. photovoltaic community阻 dthe U.S. 

Government sponsored Committee on Renewable Energy Commerce阻 dTrade, called CORECT. It 

must also be the challenge of the international community. We must stop talking largely among our-

selves and instead talk to and educate the health, village development, irrigation, water supply, t配hru-

伺I,and investment communities. Even our own en町・gyofficials are not sufficiently aware of the techni岨l

and econonuc advances of photovoltaics. They must叫sobe brought into this education process 

Fin剖ly,as you conduct your business over the next four days and indeed over the next thr田 years

you should beware of those who would provoke Keep in mind that this technology h出 outlastedevery 

tee加ologyquick fix proposed m the last ten years. This is a t配加ologythat refuses旦旦tomake progre田ー

Thank you to the entire PVSEC steering committee for its hard work in hosting this important con-

fer en田 andthank you to each of you for your interest and commitment 

-39 

PVSEC Organizing Committee



13.太陽電池ミ二展示会報告

第3回太陽光発泡国際会議開催期間中行われま した太陽電池ミニ展示会の概要につい

て報背いたします，

場 所：経問j卓会館14階ラウンジ

出展者数： 13社計14小間

OJIJ添出展社リ スト参照）

出展会社一覧表
（巾込受付Jlltil

出 展会社 Wr 展会社

1 （楠ほ 〈 さ ん 8 三 安定機 （楠

2 ｛.＼ 士電機鞠 9 太陽 誘 fil鮒

3 円本鉱業側 10 シャーフ 附

4 昭和シェル石油鮒 11 日本板附子（附

5 三 洋電機鮒 12 松下電池工業（欄

6 京 セ フ 側 13 K Hエレクトロニクス鮒

7 鐙淵化学工業附
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